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■主な記事■主な記事
● 買い物支援がスタート！…2-3㌻
● 第15回まんぷくそばフェスタ…4-5㌻
● 平成29年度町職員の異動…９㌻

北緯 40度に位置する八幡平市、葛巻町、岩手町の
自慢の手打ちそばが集まった第 15回まんぷくそば
フェスタ。そば打ち体験が行われ、参加者は名人
顔負けの手さばきでそば打ちに挑戦しました。
（３月５日、プラザあい）

確
か
な
手
さ
ば
き
は

確
か
な
手
さ
ば
き
は

そ
ば
打
ち
名
人
へ
の
第
一
歩

そ
ば
打
ち
名
人
へ
の
第
一
歩
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地
域
で
買
い
物
を
支
援

移
動
販
売
車
の
出
発
式

「買い物を地域の楽しみの一つに」

　買い物支援移動販売車を運転するのは、庭
にわ

君
きみのり

範さん（44）
＝滝沢市＝（写真左から２人目）。肉のふがね移動販売事業
部に所属して、運転と販売業務を担当します。庭さんは「販
売を通じて、買い物困難地域の人から感謝の言葉をいただく
ことにやりがいを感じています。移動販売を外出のきっかけ
にして買い物を地域の楽しみにしてほしい」と呼び掛けます。

買い物支援移動販売車買い物支援移動販売車
“ニックマン” の運営を務める“ニックマン” の運営を務める
肉のふがね移動販売事業部の皆さん肉のふがね移動販売事業部の皆さん

　

町
と
町
商
工
会
が
連
携
し
て
事

業
を
進
め
る
買
い
物
支
援
事
業
。

地
域
の
商
店
の
減
少
や
急
激
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
町
内
の

業
者
と
連
携
し
て
移
動
販
売
車
を

運
行
し
ま
す
。

　

３
月
16
日
に
は
、
役
場
駐
車
場

で
移
動
販
売
車
出
発
式
が
行
わ

れ
、
関
係
者
に
販
売
用
車
両
が
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
を
展

開
す
る
肉
の
ふ
が
ね
の
府
金
伸
治

代
表
取
締
役
は
「
移
動
販
売
事
業

が
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
、
心
温
ま
る
も
の
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
明
る
く
、
楽

し
く
、
町
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

い
物
が
で
き
る
の
は
や
っ
ぱ
り
便

利
で
す
」
と
移
動
販
売
車
の
運
行

を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
交
流
の
拠
点
で
あ
っ
た

身
近
な
商
店
が
減
少
す
る
中
、
買

い
物
困
難
地
域
を
支
援
し
な
が

ら
、
心
の
豊
か
さ
を
届
け
る
買
い

物
支
援
事
業
。
食
料
品
店
か
ら

５
０
０
㍍
以
上
離
れ
て
い
る
地
域

や
、
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
が
あ

る
地
域
な
ど
を
中
心
に
週
に
１
度

ず
つ
、計
４
つ
の
コ
ー
ス
を
巡
回
。

試
験
運
行
期
間
中
は
、
訪
問
地
域

や
販
売
場
所
の
拡
大
を
進
め
な
が

ら
、
５
月
の
本
格
的
な
稼
働
を
目

指
し
ま
す
。

販売予定日販売予定日 巡回地域巡回地域 販売実施時間と巡回地区販売実施時間と巡回地区

月曜日月曜日 一方井地域一方井地域
午前11時：葉木田 地区午前11時：葉木田 地区
正正 　午：黒　石 地区　午：黒　石 地区
午後 1 時：下黒内 地区午後 1 時：下黒内 地区

火曜日火曜日 浮島・久保地域浮島・久保地域 正正 　午：久　保 地区　午：久　保 地区
午後 1 時：浮　島 地区午後 1 時：浮　島 地区

木曜日木曜日 東部地域東部地域
午前11時：岩瀬張 地区午前11時：岩瀬張 地区

午後 2 時：午後 2 時：北山形 地区北山形 地区
　　　　　 南山形 地区　　　　　 南山形 地区

金曜日金曜日 水堀地域水堀地域
正正 　午：豊　岡 地区　午：豊　岡 地区
午後 2 時：水　堀 地区午後 2 時：水　堀 地区
午後 3 時：御　堂 地区午後 3 時：御　堂 地区

※巡回時間は天候や道路状況などにより遅れる場合があります。※巡回時間は天候や道路状況などにより遅れる場合があります。
※運行を希望する場合は気軽に問い合わせください。※運行を希望する場合は気軽に問い合わせください。

買
い
物
を
楽
し
む
喜
び

試
験
運
行
を
ス
タ
ー
ト

　

移
動
販
売
車
の
試
験
運
行
は
３

月
20
日
、
葉
木
田
地
区
、
黒
石
地

区
、
黒
内
地
区
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
販
売
初
日

は
、
各
地
域
で
多
く
の
買
い
物
客

が
来
店
。
販
売
車
を
訪
れ
た
田
村

ヨ
シ
エ
さ
ん
（
79
）
＝
下
黒
内
＝

は
「
地
域
に
お
店
が
無
く
な
っ
て

か
ら
10
年
以
上
。
家
の
近
く
で
買

地
域
巡
回
で
見
守
り
も

安
心
生
活
支
援
の
一
助

　

買
い
物
支
援
事
業
を
展
開
す
る

肉
の
ふ
が
ね
に
、「
高
齢
者
見
守

り
事
業
所
」
の
登
録
証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
登
録
は
、
町
内

で
訪
問
事
業
を
行
う
事
業
所
な
ど

が
通
常
業
務
を
通
じ
て
高
齢
者
を

見
守
り
、
異
変
に
気
が
付
い
た
場

合
に
町
に
連
絡
を
す
る
「
安
心
生

活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」の
一
環
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
買
い
物
を

き
っ
か
け
に
、
地
域
活
性
化
と
見

守
り
活
動
の
２
つ
の
顔
を
併
せ
持

ち
、
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
環
境

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

①黒内地区での買い物支援事業試験運行の様子。訪れた皆さんは地元での買い物と相互交流を楽しみ交流の拠点として移動販売を利用
しました　②移動販売車の出発式では、民部田幾夫町長（中央）をはじめ関係者の皆さんがテープカットで買い物支援事業開始を祝福

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
利
用

者
が
減
少
し
て
い
る
バ
ス
交
通
の
安
定
的
な

維
持
や
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生

活
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、町
は
こ
の
た
び
、

バ
ス
な
ど
の
運
行
に
つ
い
て
見
直
し
に
取
り

組
む
施
策
を
ま
と
め
た
「
岩
手
町
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計

画
の
期
間
は
本
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で

の
５
年
間
。
移
動
販
売
事
業
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
外
出
機
会
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

交
通
不
便
地
域

交
通
不
便
地
域
のの
お
出
掛
け
を
支
援

新
バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム
は

新
バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム
は
1010
月
開
始

　

同
計
画
で
は
、
目
指
す
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る　

移
動
と
交
流
を
促
進
す

る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
掲
げ
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
下
記
の
と
お
り
で
、
新
た
な

バ
ス
の
運
行
な
ど
は
本
年
10
月
か
ら
開
始
予

定
。
開
始
ま
で
に
詳
し
い
運
行
内
容
な
ど
を

決
定
し
、
各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
周
知
と
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

■ 10月開始予定の主な事業
◆岩手町生活バス（あいあいバス）の新設
・従来の患者輸送バスを誰でも利用できる生活バスに移行
・週１回から週２回に運行回数を増加
・料金は、どの区間乗車しても１回 100 円

◆デマンド型乗合タクシー
　　　　　　　（あいあいタクシー）の導入
・小山沢、大平、穀蔵の３地区で導入
・自宅～目的地（医療機関、公共施設など）を運行
・月２回運行、乗車１回 200 円。利用の際は電話予約

◆幹線交通の運行効率化による持続性の向上
【県北バス東部線】
・１日４便の循環運行を１日２便の往復運行に集約
・上限運賃制度（500 円）を試験導入

◆自動車運転免許自主返納促進事業
・免許返納お試し事業の実施
・免許自主返納に向けた勉強会などの開催
・免許自主返納アドバイザー登録制度の創設

 役場企画商工課企画広報係　☎62-2111内線215

援始始

 肉のふがね移動販売事業部　☎62-9617

買い物支援事業 試験運行を開始
みんなで支える町づくり   町商工会と岩手町が連携

②

①
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近
隣
市
町
の
お
い
し
い
そ
ば
や

特
産
品
が
一
堂
に
集
ま
る
恒
例
の

「
ま
ん
ぷ
く
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
」
は

３
月
４
、５
日
の
２
日
間
、
プ
ラ

ザ
あ
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
岩
手
町
、
葛
巻
町
、

八
幡
平
市
の
５
つ
の
団
体
が
出

店
。
真
心
を
込
め
て
作
る
手
打
ち

そ
ば
が
１
杯
３
０
０
円
で
味
わ
え

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
来
場
者
は

長
蛇
の
列
を
な
し
て
各
店
自
慢
の

手
打
ち
そ
ば
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
そ
ば
の
ほ
か
に
海

産
物
や
新
鮮
な
野
菜
、
手
作
り
の

田
楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
の
魅

力
が
勢
ぞ
ろ
い
。
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
は
２

日
間
で
延
べ
３
５
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

各
団
体
が
真
心
込
め
て

自
慢
の
そ
ば
を
提
供

近隣市町のそばが大集合！

　

会
場
で
は
、
そ
ば
や
特
産
品
の

販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
で
も
多
く
の
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
初
日
に
は
、
中

川
愛
子
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
響
き

内
容
充
実
の
ス
テ
ー
ジ

そ
ば
の
手
打
ち
体
験
も

手打ちそばの魅力味わう
第 15 回まんぷくそばフェスタ

渡
る
歌
声
と
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
披

露
。
会
場
は
満
員
と
な
り
、
民
謡

や
舞
踊
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
大

蛇
そ
ば
早
食
い
大
会
を
開
催
。
沼

宮
内
地
区
に
は
、
お
姫
様
が
暴
れ

ま
わ
る
大
蛇
を
退
治
し
た
伝
説
が

残
さ
れ
て
お
り
、
そ
ば
フ
ェ
ス
タ

で
は
そ
の
大
蛇
伝
説
に
ち
な
み
、

長
さ
１
㍍
の
大
蛇
に
見
立
て
た
そ

ば
の
早
食
い
大
会
が
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
普
段
食

べ
て
い
る
そ
ば
よ
り
３
倍
以
上
も

長
い
大
蛇
そ
ば
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
町
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
に

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
の

そ
ば
打
ち
実
演
実
況
中
継
で
は
、

そ
ば
の
打
ち
方
や
仕
上
げ
の
コ
ツ

を
披
露
。
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
プ

ロ
の
手
さ
ば
き
を
映
し
出
し
、
そ

ば
作
り
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

各
店
独
自
の
そ
ば
打
ち
方
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
験
型
の
手
打

ち
そ
ば
作
り
も
人
気
を
博
し
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
来
場
者

が
手
打
ち
そ
ば
の
魅
力
を
存
分
に

味
わ
い
ま
し
た
。

ステージ上でのそば打ち実演実況中継では、見事な手さばきを大型スクリーンでも紹介ステージ上でのそば打ち実演実況中継では、見事な手さばきを大型スクリーンでも紹介

２日間行われた大蛇そば早食い大会では子どもも大人も大蛇を退治しようと長～いそばに挑戦２日間行われた大蛇そば早食い大会では子どもも大人も大蛇を退治しようと長～いそばに挑戦

講師のアドバイスを受けながらそば打ちを体験した参加者講師のアドバイスを受けながらそば打ちを体験した参加者大人気のそばを提供する各店の様子大人気のそばを提供する各店の様子

そば打ち体験はこのイベントの人気コーナーの１つそば打ち体験はこのイベントの人気コーナーの１つ唄と踊りで観衆を楽しませた中川愛子一行のステージショーの様子唄と踊りで観衆を楽しませた中川愛子一行のステージショーの様子
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旅
立
ち
の
季
節
を
迎
え
、
町
の

小
、
中
学
校
で
３
月
14
日
か
ら
18

日
に
掛
け
て
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

14
日
に
行
わ
れ
た
沼
宮
内
中

（
小
原
俊
郎
校
長
、
生
徒
２
０
６

人
）
の
卒
業
式
で
は
、
82
人
の
卒

業
生
一
人
一
人
が
充
実
し
た
中
学

校
生
活
を
思
わ
せ
る
凛
々
し
い
態

度
で
式
に
臨
み
、
小
原
校
長
か
ら

卒
業
証
書
を
受
領
し
ま
し
た
。
小

原
校
長
は
式
辞
で
「
東
部
中
か
ら

新
し
い
仲
間
が
加
わ
っ
て
ス
タ
ー

８
小
中
学
校
で
卒
業
式

２
３
９
人
希
望
を
胸
に

ト
し
た
新
し
い
沼
中
で
、
全
校
を

ま
と
め
上
げ
、
挑
戦
を
繰
り
返
し

て
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
未
来

は
み
ん
な
の
も
の
。
歩
み
を
止
め

ず
、
力
強
く
自
分
の
力
で
前
に
進

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日
に
行
わ
れ
た
川

口
小
（
河
井
彰
校
長
、
児
童
数

１
５
３
人
）
の
卒
業
式
で
は
、
進

学
す
る
中
学
校
の
制
服
に
身
を
包

ん
だ
卒
業
生
36
人
に
河
井
校
長
が

卒
業
証
書
を
授
与
し
ま
し
た
。
出

席
し
た
多
く
の
学
校
関
係
者
が
見

守
る
中
、
卒
業
生
が
６
年
間
の
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
在
校
生

と
の
呼
び
掛
け
や
合
唱
で
教
職
員

や
保
護
者
ら
に
向
け
た
感
謝
の
思

い
を
表
現
。
会
場
は
温
か
な
雰
囲

気
と
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
春
、
町
内
の
小
中
学
校

を
卒
業
し
た
の
は
、
５
小
学
校

１
１
６
人
、３
中
学
校
１
２
３
人
。

合
わ
せ
て
２
３
９
人
の
卒
業
生

は
、
学
習
に
励
み
、
心
身
を
鍛
え
、

仲
間
と
と
も
に
過
ご
し
た
思
い
出

深
い
学
び
や
に
別
れ
を
告
げ
、
希

望
を
胸
に
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
旅

立
ち
ま
し
た
。

を
深
め
ま
し
た
。

　

模
擬
選
挙
で
の
投
票
や
開
票
の

事
務
作
業
を
担
当
し
た
沼
宮
内
高

選
挙
管
理
委
員
の
大
石
風
花
さ
ん

は
「
今
回
の
授
業
を
通
じ
て
若
い

世
代
の
投
票
率
が
高
く
な
い
こ
と

が
分
か
り
、
積
極
的
に
投
票
に
行

く
べ
き
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
投

票
率
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
投
票
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た

ら
選
挙
に
参
加
し
た
い
で
す
」
と

投
票
権
を
持
つ
主
権
者
と
し
て
の

自
覚
を
語
り
ま
し
た
。

　

公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

沼
宮
内
高
で
は
模
擬
選
挙
や
出
前

授
業
の
ほ
か
に
も
、
町
議
会
の
傍

聴
に
訪
れ
る
な
ど
、
積
極
的
に
明

る
い
選
挙
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

沼
宮
内
高
（
藤
沢
義
昭
校
長
、

生
徒
１
１
８
人
）
は
３
月
７
日
、

選
挙
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め

よ
う
と
明
る
い
選
挙
啓
発
授
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
と
町
選
挙

管
理
員
会
か
ら
講
師
を
迎
え
、
沼

宮
内
高
の
２
年
生
39
人
を
対
象
に

行
わ
れ
た
出
前
授
業
で
は
、
日
本

の
選
挙
制
度
の
歴
史
を
学
習
し
な

が
ら
実
際
の
選
挙
の
投
票
方
法
や

開
票
作
業
の
様
子
を
確
認
。
当
選

者
と
落
選
者
の
特
徴
を
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
や
角
度
か
ら
分
析
し
、
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
通
じ

て
、
選
挙
へ
参
加
す
る
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
考
え
、
模
擬
投
票
を

体
験
す
る
こ
と
で
選
挙
へ
の
理
解

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を

「
明
る
い
選
挙
啓
発
授
業
」

希望を胸に旅立つ希望を胸に旅立つ
春春

①模擬選挙を通じて実際に投票を体験する沼宮内校の生徒　②選挙の時に行われる実際の
事務作業も生徒が体験　③開票・分類を体験する沼宮内高の選挙管理委員会　④県選挙管
理委員会・赤坂光書記による「明るい選挙啓発授業」の様子　⑤グループでの話し合いを
通じて選挙への理解を深める男子生徒

　

役
場
農
林
環
境
課
環
境
森
林
係　

62
‐
２
１
１
１　

内
線
３
０
７
、３
０
８

平
成
29
年
度
か
ら

ご
み
の
分
別
が
変
わ
り
ま
す

●紙製容器包装（雑紙）の分け方●紙製容器包装（雑紙）の分け方
区分区分 燃える（可燃）ごみ燃える（可燃）ごみ 資源ごみ（雑紙）資源ごみ（雑紙）

収集後の処理収集後の処理 焼却焼却 再資源化再資源化

収集方法収集方法 週２回の収集週２回の収集
（地区集積所での収集）（地区集積所での収集）

月２回の収集月２回の収集
（地区集積所での収集）（地区集積所での収集）

対象品目対象品目

◎紙コップやたばこの包装紙◎紙コップやたばこの包装紙
　などの特殊加工された紙　などの特殊加工された紙
　（防水加工、金・銀紙付き）　（防水加工、金・銀紙付き）
◎汚損した紙、濡れている紙◎汚損した紙、濡れている紙

◎紙箱、紙袋、缶ビールなどの◎紙箱、紙袋、缶ビールなどの
　紙パッケージ、包装紙、トイ　紙パッケージ、包装紙、トイ
　レットペーパー芯、カレン　レットペーパー芯、カレン
　ダー、ノート、封筒など　ダー、ノート、封筒など
※金属部分は「燃えないごみ」※金属部分は「燃えないごみ」
　に分け、シュレッダーで破　に分け、シュレッダーで破
　砕した紙は「燃えるごみ」へ　砕した紙は「燃えるごみ」へ

●小型家電の分け方●小型家電の分け方
区分区分 燃えない（不燃）ごみ燃えない（不燃）ごみ 資源ごみ（小型家電）資源ごみ（小型家電）

収集後の処理収集後の処理 破砕処理後に焼却または資源処理破砕処理後に焼却または資源処理 再資源化再資源化

収集方法収集方法 月１回の収集月１回の収集
（地区集積所での収集）（地区集積所での収集）

ゆはず交流館の回収ボックスで収集ゆはず交流館の回収ボックスで収集
（随時受入れ可能）（随時受入れ可能）

対象品目対象品目

◎右記の家電以外の小型家電は「燃えな◎右記の家電以外の小型家電は「燃えな
　いごみ」へ　いごみ」へ
◎パソコンと家電リサイクルの対象（洗◎パソコンと家電リサイクルの対象（洗
　濯機・衣類乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫、　濯機・衣類乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫、
　テレビ、エアコン）は販売店などのリ　テレビ、エアコン）は販売店などのリ
　サイクルへ　サイクルへ

携帯電話、電話機、ファクシミリ、ラジ携帯電話、電話機、ファクシミリ、ラジ
オ、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ＤＶオ、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ＤＶ
Ｄ等プレイヤー、フォトプリンター、リモＤ等プレイヤー、フォトプリンター、リモ
コン、ゲーム用コントローラー、家庭用コン、ゲーム用コントローラー、家庭用
ゲーム機、電子辞書、電卓、ミキサー、電子ゲーム機、電子辞書、電卓、ミキサー、電子
血圧計、ＩＣレコーダー、フラッシュメモ血圧計、ＩＣレコーダー、フラッシュメモ
リ、電気コード、ＡＣアダプターリ、電気コード、ＡＣアダプター

　

町
で
は
、
循
環
型
社
会
の
促
進
と
ご
み

減
量
化
の
た
め
、
４
月
か
ら
紙
系
容
器
包

装
（
雑
紙
）
と
小
型
家
電
の
資
源
回
収
を

行
い
ま
す
。
試
行
分
別
収
集
を
実
施
し
な

が
ら
、
10
月
の
本
格
的
な
分
別
収
集
開
始

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

選挙管理委員会の出前授業選挙管理委員会の出前授業
沼宮内高が模擬選挙を体験沼宮内高が模擬選挙を体験

①

②

③

⑤

④

㊤中学校を卒業し新たなステージへと旅立つ沼宮内中の卒業生　㊨卒業証
書を受け取る沼宮内中の生徒
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表1　平成29年度一般会計と特別会計の予算総額

図１　一般会計予算の目的別内訳

図２　歳出の性質別内訳

会　計　名 予　算　額 説　　　　明
一　般　会　計 74 億 2,659 万円 特別会計を除く全般的な経費を計上

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 20 億9,001 万円 国民健康保険に係る経費を計上
後期高齢者医療特別会計 1 億 3,560 万円 後期高齢者の医療に係る経費を計上
公共下水道事業特別会計 3 億 5,323 万円 下水道工事に係る経費を計上
戸別浄化槽事業特別会計 3,268 万円 戸別浄化槽の設置に係る経費を計上
水 道 事 業 会 計 4 億9,016 万円 上水道に係る経費を計上
合　　　計 105 億2,827 万円  岩手町全体の予算額

商　工　費　1億3,098万円　（1.7％）
議　会　費　　　9,641万円　（1.3％）
労　働　費　　　1,424万円　（0.2％）
災害復旧費　　　　　20万円　（0.0％）
予　備　費　０億０,800万円　（0.1％）

民生費 公債費 衛生費 総務費 土木費 教育費 消防費 農林水産業費 その他

17 億5,916 万円 10億 6,025 万円 10億 1,072 万円 8億 5,345 万円 8億 566 万円 7億 7,795 万円 4億 7,395 万円 4億 3,562 万円 2億4,983 万円

23.7％ 14.3％ 13.6％ 11.5％ 10.8％ 10.5％ 6.4％ 5.9％ 3.3％

自主財源 諸収入　1億8,237万円（2.5％）
その他　2億　 696万円（2.7％）依存財源

歳入合計 74億2,659万円
歳出合計 74億2,659万円

町税 諸収入 地方交付税 町債 国庫支出金 県支出金 地方譲与税 その他

15 億1,860 万円 3億8,933 万円 31億7,203 万円 7億4,660 万円 6億5,910 万円 5億4,483 万円 1億1,670 万円 2億7,940 万円

20.5％ 5.2％ 42.7％ 10.1％ 8.9％ 7.3％ 1.6％ 3.7％

　

総
額
１
０
５
億
２
８
２
７
万
円

に
上
る
本
年
度
の
一
般
会
計
と
５

つ
の
特
別
会
計
の
予
算
（
表
１
）

は
３
月
16
日
、
平
成
29
年
第
１

回
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ

成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に

74
億
２
６
５
９
万
円（
図
１
）で
、

前
年
度
を
４
８
１
５
万
円
（
０
・

６
％
）
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
（
図
１
上
段
）
は
、
町
税

な
ど
町
が
独
自
で
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付
税

や
国
、
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
、

町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
な
ど
の

依
存
財
源
に
分
か
れ
ま
す
。
自
主

財
源
の
比
率
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

予
算
総
額
は
１
０
５
億
円

運
営
の
自
主
性
や
安
定
性
が
高
い

と
さ
れ
る
本
町
の
自
主
財
源
比
率

は
、
25
・
７
％
と
な
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　　

歳
出
は
、
予
算
の
使
い
方
を
目

的
別
に
ま
と
め
た
図
１
の
下
段
を

見
る
と
、
本
年
度
は
、
住
民
福
祉

の
向
上
に
使
わ
れ
る
民
生
費
が

17
億
５
９
１
６
万
円
で
ト
ッ
プ
。

次
い
で
、
町
の
借
金
返
済
に
充
て

る
公
債
費
が
10
億
６
０
２
５
万

円
。
衛
生
費
が
10
億
１
０
７
２
万

円
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
を
性
質
別
に
分
け

た
図
２
を
見
る
と
、
物
件
費
に

15
億
１
９
７
２
万
円
、
人
件
費
に

11
億
９
０
８
７
万
円
、
公
債
費
に

10
億
６
０
２
５
万
円
な
ど
を
計

上
。
以
下
、
補
助
費
、
扶
助
費
な

ど
の
順
に
続
き
ま
す
。

　

経
費
別
で
は
、
土
木･

建
築

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
11
・

４
％
、
公
債
費
や
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
が
42
・
１
％
、
物
件

費
や
補
助
費
な
ど
そ
の
他
の
経
費

が
46
・
５
％
の
割
合
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出
ト
ッ
プ
は
民
生
費

　本年度の一般会計と５つ
の特別会計のあらましをお
知らせします。なお、詳し
い予算の使い道などは後日
発行予定の「みんなの予算
書」をご覧ください。

予算予算
当初当初

平
成
29
年
度

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
）　

▼
税
務
会
計
課
課
税
資
産
係
主

幹　

志
田
順
悦
（
企
画
商
工
課
商
工
観
光
係
主
幹
）　

▼
教
育
委

員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
主
幹　

畑
中
鉄
実
（
教
育
委
員
会
事
務

局
国
体
推
進
室
副
主
幹
）

◆
副
主
幹
級

▼
選
挙
管
理
委
員
会
主
任
書
記
併
総
務
課
行
政
係
副
主
幹　

上
沢

一
久
（
地
域
整
備
課
主
任
）
▼
総
務
課
財
政
係
副
主
幹　

阿
部
智

光
（
企
画
商
工
課
主
任
）
▼
企
画
商
工
課
企
画
広
報
係
副
主
幹　

横
沢
晃
子
（
総
務
課
財
政
係
副
主
幹
）
▼
町
民
課
子
育
て
支
援
係

副
主
幹　

高
橋
昭
子（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
副
主
幹
）

▼
町
民
課
国
保
年
金
係
副
主
幹　

田
村
秀
彦
（
議
会
事
務
局
議
事

係
副
主
幹
）▼
農
林
環
境
課
農
業
振
興
係
副
主
幹　

高
橋
宗
介（
農

林
環
境
課
農
林
振
興
係
副
主
幹
）
▼
農
林
環
境
課
環
境
森
林
係
副

主
幹　

岩
崎
裕
樹
（
農
林
環
境
課
農
林
振
興
係
副
主
幹
）
▼
農
林

環
境
課
環
境
森
林
係
副
主
幹　

佐
藤
博
光
（
教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
係
副
主
幹
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
利
用
係
副
主

幹　

府
金
昌
代
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
振
興
係
副
主
幹
）
▼

地
域
整
備
課
地
域
整
備
係
副
主
幹　

西
島
佳
苗
子
（
税
務
会
計
課

収
納
係
副
主
幹
）▼
税
務
会
計
課
収
納
係
副
主
幹　

田
村
真
一（
税

務
会
計
課
会
計
物
品
係
副
主
幹
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教

育
係
副
主
幹　

大
巻
和
紀
（
総
務
課
主
任
）

◆
主
任
以
下

▼
総
務
課
主
任　

田
屋
千
秋
（
企
画
商
工
課
）　

▼
総
務
課
主
事

　

帷
子
亜
衣
（
町
民
課
）　

▼
企
画
商
工
課
主
事　

伊
藤
賢
（
教

育
委
員
会
事
務
局
）　

▼
町
民
課
副
主
任　

四
日
市
里
美
（
健
康

福
祉
課
）
▼
健
康
福
祉
課
主
任　

早
坂
真
奈
美
（
教
育
委
員
会
事

務
局
）　

▼
健
康
福
祉
課
主
事　

岩
切
拓
斗
（
総
務
課
付
大
槌
町

派
遣
）　

▼
地
域
整
備
課
主
任　

滝
川
昌
洋
（
税
務
会
計
課
）　

▼

地
域
整
備
課
主
任　

帷
子
晃
弘
（
農
林
環
境
課
）　

▼
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
利
用
係
主
任　

畑
中
功
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
振
興
係
）　

▼
地
域
整
備
課
主
任　

山
中
寿
行
（
水
道
事
業
所
）

◆
課
長
級

▼
総
務
課
長　

吉
田
和
彦
（
企
画
商
工
課
長
）　

▼
企
画
商
工
課

長　

高
村
伸
男
（
企
画
商
工
課
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室
長
）　

▼

町
民
課
長　

簗
場
睦
子
（
町
民
課
戸
籍
住
民
係
主
幹
）　

▼
健
康

福
祉
課
長　

黒
沢
克
哉
（
教
育
次
長
）　

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長　

田
村
寿
（
町
民
課
長
）

◆
室
長
級

▼
企
画
商
工
課
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室
長　

竹
花
勇
治
（
総
務
課

行
政
係
主
幹
）　

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
政
策
室
長　

田
村

康
志
（
教
育
委
員
会
事
務
局
国
体
推
進
室
長
）　

▼
教
育
委
員
会

事
務
局
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
長　

工
藤
晋
（
総
務
課
防
災
交
通

係
主
幹
）

◆
主
幹
級

▼
総
務
課
行
政
係
主
幹　

山
本
博
幸
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

政
策
室
長
心
得
）　

▼
総
務
課
防
災
交
通
係
主
幹　

高
橋
真
樹（
総

務
課
防
災
交
通
係
副
主
幹
）　

▼
企
画
商
工
課
企
画
広
報
係
主
幹

　

宮
田
誠
（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
主
幹
）　

▼
企
画

商
工
課
商
工
観
光
係
主
幹　

金
沢
勇
貴
（
健
康
福
祉
課
福
祉
支
援

係
主
幹
）　

▼
町
民
課
戸
籍
住
民
係
主
幹　

須
賀
太
仁
子
（
地
域

整
備
課
都
市
計
画
係
主
幹
）　

▼
健
康
福
祉
課
福
祉
支
援
係
主
幹

　

西
島
寿
紀
（
企
画
商
工
課
企
画
広
報
係
主
幹
）　

▼
農
林
環
境

課
環
境
森
林
係
主
幹　

八
戸
裕
雄
（
農
林
環
境
課
環
境
係
主
幹
）

　

▼
農
林
環
境
課
農
業
振
興
係
主
幹　

外
地
千
尋
（
農
林
環
境
課

農
林
振
興
係
主
幹
）　

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
利
用
係
主
幹

　

滝
川
勉
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
振
興
係
主
幹
）　

▼
地
域

整
備
課
都
市
計
画
係
主
幹　

笈
口
一
美
（
健
康
福
祉
課
付
派
遣
社

　

▼
水
道
事
業
所
主
任　

幅
将
樹
（
地
域
整
備
課
）
▼
議
会
事
務

局
主
任　

丹
内
貴
明
（
地
域
整
備
課
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
副

主
任　

高
橋
真
友
子
（
総
務
課
）　

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事

　

山
下
真
由
（
健
康
福
祉
課
）

◆
学
校
用
務
員
・
児
童
館　

▼
沼
宮
内
小
用
務
員　

千
葉
国
男
（
沼
宮
内
中
）
▼
川
口
小
用
務

員　

高
橋
祐
介
（
川
口
中
）　

▼
川
口
中
用
務
員　

上
山
由
賀
里

（
川
口
小
）　

▼
北
山
形
児
童
館
主
任
保
育
士　

佐
藤
望
美
（
沼
宮

内
児
童
館
）

◆
派
遣

◆
町
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
事
務
局
長　

佐
藤
秀
樹
（
継
続
）　

▼
事
務
局
次
長　

松
田
伸
（
農
林
環
境
課
環
境
係
副
主
幹
）　

▼

川
口
保
育
所
調
理
員　

田
中
育
子
（
水
堀
保
育
所
調
理
員
）

◆
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合　

▼
副
主
幹　

立
花
裕
（
継
続
）　

▼
副
主
任　

三
浦
祐
介
（
継
続
）

◆
山
田
町　

▼
副
主
任　

高
橋
大
記
（
町
民
課
）

◆
新
採
用

▼
税
務
会
計
課
主
事
補　

大
宮　

空

▼
農
林
環
境
課
主
事
補　

遠
藤
真
仁

◆
３
月
31
日
付
け
退
職
者

▼
府
金
邦
忠
（
参
事
兼
総
務
課
長
）

▼
佐
々
木
光
司
（
健
康
福
祉
課
長
）

▼
遠
藤
信
男
（
税
務
会
計
課
課
税
資
産
係
主
幹
）

▼
遠
藤
卓
子
（
北
山
形
児
童
館
長
）

▼
久
保
美
夏
（
北
山
形
児
童
館
主
任
保
育
士
）

◆
再
任
用

▼
総
務
課
防
災
交
通
係
危
機
管
理
者　

府
金
邦
忠

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
主
査　

下
村
勝

▼
沼
宮
内
中
用
務
員　

遠
藤
信
男

▼
沼
宮
内
児
童
館
長　

帷
子
淳
子

▼
北
山
形
児
童
館
長　

遠
藤
卓
子

　４月１日発令の町
職員の人事異動をお
知らせします。今回
は延べ 60 人（新採
用２人含む）が異動。
５人が退職しました。
※（　）内は前任

異動異動
人事人事

平
成
29
年
度



平成 29 年４月 13 日広報いわてまちNo.694 ／ 1011 ／平成 29 年４月 13 日広報いわてまちNo.694

北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

　

沼
宮
内
小（
佐
々
木
一
成
校
長
）

は
３
月
２
日
、「
こ
と
ば
の
教
室
」

の
学
習
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
同
教
室
は
、舌
の
使
い
方

や
口
の
動
か
し
方
を
学
び
、発
声

練
習
を
し
な
が
ら
日
本
語
の
正
し

い
発
音
を
身
に
付
け
る
た
め
に
開

校
。
同
小
の
盛
内
俊
彦
教
諭
の
指

導
の
も
と
、町
内
の
児
童
15
人
が

１
年
間
を
通
し
て
学
習
と
訓
練
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

成
果
発
表
会
当
日
は
、保
護
者

や
各
学
校
の
教
職
員
が
見
守
る

中
、普
段
行
っ
て
い
る
発
音
の
練

習
を
一
人
一
人
が
実
際
に
披
露
。

物
語
の
朗
読
を
行
い
、学
習
し
た

成
果
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
の
学
習
へ
の
意
欲
と

取
り
組
み
に
対
し
て
、発
表
会
終

了
後
、佐
々
木
校
長
か
ら
児
童
に

「
が
ん
ば
り
賞
」を
授
与
。
ま
た
、

こ
と
ば
の
教
室
親
の
会
か
ら
は
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
平
沢
勝

郎
教
育
長
は
音
読
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て「
は
っ
き
り
、ゆ
っ
く
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
姿
勢
で
、高
い

声
で
読
む
こ
と
」を
挙
げ
な
が
ら
、

児
童
の
成
長
を
た
た
え
ま
し
た
。

Topics01

縄
文
か
ら
古
代
の
歴
史
を
探
る

高
橋
昭
治
さ
ん
の
文
化
財
講
演

　

第
17
回
町
埋
蔵
文
化
財
展
は
３

月
４
日
か
ら
４
月
９
日
、石
神
の

丘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
文
化

財
保
護
審
議
会
の
委
員
長
も
務

め
、約
半
世
紀
に
わ
た
り
町
の
各

遺
跡
の
発
掘
を
は
じ
め
、県
内
外

の
埋
蔵
文
化
財
保
護
活
動
に
尽
力

し
て
き
た
高
橋
昭
治
さ
ん（
87
）＝

下
苗
代
沢
２
＝
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

や
関
連
資
料
の
数
々
を
展
示
。
縄

文
時
代
か
ら
古
代
の
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
展
示
が
来
場
者
を
迎
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、３
月
12
日
に
は
高
橋
さ

ん
が
講
師
を
務
め「
エ
ジ
プ
ト
の

遺
跡
と
く
ら
し
／
岩
手
町
考
古
学

の
は
じ
ま
り
」と
題
し
て
講
演
会

を
開
催
。
自
身
が
経
験
し
た
エ
ジ

プ
ト
で
の
発
掘
調
査
や
文
化
財
を

通
じ
た
国
際
交
流
の
経
験
を
紹
介

し
な
が
ら
、町
の
考
古
学
研
究
か

ら
み
え
る
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
し

た
。
講
演
終
了
後
に
は
、高
橋
さ

ん
が
展
示
場
で
歴
史
と
文
化
財
に

つ
い
て
解
説
。
深
い
知
識
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

①
自
身
の
研
究
や
発
掘
調
査
の
体
験
を
通

じ
て
講
演
す
る
高
橋
昭
治
さ
ん　

②
展
示

さ
れ
た
埋
蔵
文
化
財
と
来
場
者
の
皆
さ
ん

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

ベベ

イイビビ　ー　ー

ズズ
ススママイイルル

最後まで責任感を持って
　「お父さんやおじいちゃんと同じように、電柱
を立てたり、道路の工事をしたりする仕事がした
い」と将来の夢を語る晟連さん。夢が叶ったら「最
後まで責任感を持って仕事を続けたい」と話しま
す。５年生になったこの４月から児童会執行部の
副議長を務める晟連さんは今、字を丁寧に書くこ
とを心掛けて学習に取り組んでいます。「ほかの
人が読みやすいような字を書けるようになりた
い」と向上心をのぞかせる晟連さん。新年度の学
校生活に意欲的に取り組んでいます。

遠遠
え ん ど うえ ん ど う

藤藤  晟晟
せ れ んせ れ ん

連連  さんさん （一方井小5年）（一方井小5年）

No.332No.332

欠畑昌浩さんの長女

欠
かけはた

畑 有
あ り さ

紗ちゃん（民部田）

佐藤裕輔さんの長男

佐
さとう

藤 百
ももき

希くん（駅通）

大久保寿行さんの次男

大
お お く ぼ

久保 柊
い ぶ き

輝くん（下鴫沢）

強く逞しく育ってね。

乙茂内駿さんの長男

乙
お と も な い

茂内 千
ゆ き と

翔くん（下五日市）

強く優しい子に育っ
てね。

浦田政和さんの次男

浦
う ら た

田 楓
かえで
くん（二ツ森）

いつもニコニコ、笑顔
がかわいいよ♡お兄
ちゃんたちとたくさん
遊ぼうね！

モ リ モ リ 食 べ て
大っっっきくなって
ね。

健康に育ってね。

千葉一仁さんの長女

千
ち ば

葉 翠
す い か

華ちゃん（下町）

元気に大きくなって
ね。

　営林署に勤めながら葉タバコや水稲生産を続けてきた隆治さん。今は薬草の
栽培に力を注いでいます。「薬草の栽培で表彰を受けたことがあるんです。今年
も頑張って栽培しますよ」と充実した表情を浮かべる隆治さんは「田んぼや畑で
働きながら体を動かしていることが健康につながっているのかも」と充実の毎日
を振り返ります。「毎日一生懸命働いて、風呂上がりに晩酌するのが楽しみ」と笑
う隆治さんには、８人の孫と２人のひ孫がいるそう。「子どもの頃はしょっちゅ
う遊びに来たけれど、仕事に就いてからはあまり会えなくなった。でも、まじめ
に働いている孫の頑張りは励みになるし嬉しいよ」とやさしく笑います。

No.327

孫の頑張りが励みに
佐
さ と う

藤 隆
り ゅ う じ

治さん（78）=土滝＝

盛内俊彦教諭の丁寧な指導のもと、正しい発音と発声の練習を行う様子

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

発声と発音学び成果を披露
ことばの教室の成果発表会

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02

①

②

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

いつか
どこかで
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町
農
業
委
員
会（
松
本
良
子
会
長
）は
３
月

24
日
、家
族
経
営
協
定
締
結
者
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。
家
族
経
営
協
定
は
、農
業
経
営

の
役
割
分
担
や
労
働
時
間
、休
日
や
福
利
厚

生
な
ど
、協
定
を
結
ん
で
家
族
経
営
を
進
め

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
。
今
回
は
２
組
の

家
族
が
農
業
経
営
に
つ
い
て
考
え
、新
た
に

経
営
協
定
締
結
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
立
ち

会
っ
た
民
部
田
幾
夫
町
長
は「
産
業
と
し
て

農
業
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
。
農
業
へ
の

新
た
な
価
値
の
創
造
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

○
家
族
経
営
協
定
締
結
者
調
印
式

○
家
族
経
営
協
定
締
結
者
調
印
式

家

　

町
産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
石
神
サ

ロ
ン
」は
２
月
24
日
、石
神
の
丘
美
術
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の「
石
神
サ
ロ
ン
」は
、

町
の
産
業
経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指

し
て
情
報
交
換
す
る
交
流
の
場
。
今
回
は
、

「
も
り
お
か
町
屋
物
語
館
」の
佐
藤
義
見
館
長

を
講
師
に
迎
え
、町
づ
く
り
の
魅
力
に
つ
い

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
町
出
身
者
の
佐
藤

さ
ん
は
、自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て「
昔
懐
か

し
い
イ
ベ
ン
ト
と
現
代
の
文
化
を
融
合
す
る

こ
と
が
地
域
の
振
興
や
産
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
」と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

○
石
神
サ
ロ
ン

○
石
神
サ
ロ
ン

産

地域一体のイベントが地域を活性化させると語る佐藤義見さん

協定を結ぶ今松さん夫妻（左から２、３人目）と立会人の皆さん

▼2017.02.24

業
と
地
域
の
活
性
化
を

▼2017.03.24

族
間
で
考
え
る
働
き
方

　

第
71
回
国
民
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
・
ゴ
ル

フ
競
技
会
実
施
報
告
会
は
３
月
23
日
、プ
ラ
ザ

あ
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
行
わ
れ
た
希

望
郷
い
わ
て
国
体
で
、町
が
会
場
と
な
り
開
催

さ
れ
た
ホ
ッ
ケ
ー
・
ゴ
ル
フ
両
競
技
の
関
係

者
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
大
会
の
様
子
を

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
振
り
返
り
な
が
ら
、両
競

技
の
監
督
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
尽
力
し
た
町
各
団
体
の
皆
さ
ん
が
国
体
ま

で
の
取
り
組
み
や
、開
催
期
間
中
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
。
最
後
は
国
体
の
成
功
を
祝
っ
て

万
歳
三
唱
で
報
告
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

○
第
○
第
7171
回
国
体
町
実
行
委
員
会

回
国
体
町
実
行
委
員
会

い
第71回国民体育大会の成功を祝い、万歳を三唱する参加者

わ
て
国
体
成
功
を
報
告

自
慢
の
デ
ザ
ー
ト
集
結

○
い
わ
て

○
い
わ
て
Ｓ
‐
１
Ｓ
‐
１
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　

県
内
の
ス
イ
ー
ツ
や
お
や
つ
を
一
堂
に

集
め
た「
い
わ
て
Ｓ
‐
１
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

２
０
１
７
」は
２
月
25
、26
日
の
２
日
間
、滝

沢
市
の
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
両
日
は
、県
内
各
地
の
和
・
洋
菓
子

店
の
自
慢
の
ス
イ
ー
ツ
や
県
産
食
材
を
使
用

し
た
こ
だ
わ
り
の
一
品
の
ほ
か
、各
地
の
特

産
品
や
ご
当
地
グ
ル
メ
が
会
場
に
集
合
。
訪

れ
た
多
く
の
来
場
者
が
岩
手
の
味
を
堪
能
し

ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
西
田
だ
ん
ご
店
が
出

店
。
味
自
慢
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ま
ん
じ
ゅ
う

な
ど
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

味

ブルーベリーまんじゅうで町の魅力を発信する西田だんご店

ヨガで正しい呼吸とリラックス
○川口公民館ヨガ教室

　川口公民館主催のヨガ教室は１月17日から２月７日ま
で、５日間の日程で開催されました。20代から70代まで
幅広い世代が参加し、延べ140人がヨガで正しい呼吸と心
身のリラックス効果を体感しました。
　初めて参加したという女性は「日常生活よりも意識し
て深い呼吸ができるようになった」とヨガの健康効果を
実感した様子でした。

▼2017.01.17～ 02.07 見
事
県
大
会
を
制
し
た
岩
手
び
っ
き
ぃ
〜
ず

　第26回県小学生バレーボール新人大会は２月25日、26
日の両日、住田町生涯スポーツセンターなどで開催され
ました。大会には、各地区の予選を勝ち抜いた42チーム
が参加。町からは、岩手びっきぃ～ずが出場し、見事に県
大会優勝を勝ち取りました。
【大会結果】
◆女子　①岩手びっきぃ～ず　②キッピンバレーボール
スポーツ少年団（大船渡市）　③奥州胆沢バレーボールク
ラブ（奥州市）　③大新バレーボールクラブ（盛岡市）

体
を
大
き
く
使
い
ス
ト
レ
ッ
チ
に
励
む
参
加
者
た
ち

岩手びっきぃ～ずが県制覇！
○第26回県バレーボール新人大会 ▼2017.02.25～ 26

晴
天
の
奥
中
山
高
原
ス
キ
ー
場
を
さ
っ

そ
う
と
滑
る
大
回
転
競
技
小
学
生
の
部

銀のゲレンデを力強く滑走
○第61回町民スキー大会  ▼2017.02.26

　第61回町民スキー大会は２月26日、一戸町の奥中山高
原スキー場で開かれました。当日は、小学１年生から50
代まで77人のスキーヤーが参加。大回転競技と距離競技
がそれぞれ行われ、選手たちは力強い滑走でゴールを目
指しました。主な結果は次のとおりです。
【大回転競技】　◆小学生男子　▽２年①大坊遙空（沼宮
内小）②柵山実輝（同）③斎藤颯（同）　▽３年①佐藤健太
朗（川口小）②今松流星（沼宮内小）③佐々木大輝（川口小）
　▽４年①佐藤福朗（川口小）　▽５年①耕野慎太朗（沼

宮内小）②小野そら（同）③稲村圭太（同）　▽６年①
佐々木亜門（沼宮内小）②岩舘央輔（同）③民部田大志
（水堀小）　
◆小学生女子　▽１年①福士結衣（沼宮内小）②佐藤朱
里（川口小）　▽２年①府金杏奈（沼宮内小）　▽４年①
谷地倫歌（沼宮内小）　▽５年①福士真菜（沼宮内小）②
坂原奏音（同）③山本未侑（同）　
◆一般男子　▽30代①大坊俊貴（下五日市）　▽40
代①佐々木康博（水堀）②岩舘正之輔（下五日市）　▽
50代①大宮元（上五日市）
【距離競技】　◆中学生男子（5㌔）　▽１年①桜場慎
（一方井中）②遠藤月朱（同）③千葉遥音（同）　▽2年①
岩崎大門（沼宮内中）②柳本幸輝（同）③今松優（同）　◆
中学生女子（3㌔）　▽１年①沢口莉奈（沼宮内中）②雛
鶴彩希（一方井中）③田中歩南（同）　▽２年①遠藤梨華
（一方井中）②岩舘優希（沼宮内中）③田村優華（一方井
中）

白
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こ
れ
か
ら
５
年
後
、あ
な
た
は
ど

の
よ
う
な
自
分
で
い
た
い
と
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。
健
康
を
つ
く
り
、守

る
こ
と
は
、人
生
を
支
え
る
大
き
な

手
段
の
一
つ
で
す
。
自
分
が
大
切
に

し
た
い
も
の
の
た
め
、な
り
た
い
自

分
で
い
る
た
め
に
、健
康
に
つ
い
て

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
検
診
」は
、ま
だ
何
の
症
状
も
み

ら
れ
な
い
、健
康
と
自
覚
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、が
ん
な
ど
特
定
の
病

気
そ
の
も
の
を
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
で
す
。

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
が
ん
検
診
】

　

胃
、肺
、大
腸
、乳
房
、子
宮
頸
部
な

ど
に
、が
ん
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
検
診
で
す
。

▼「
発
病
」と「
症
状
発
見
」

　

が
ん
は
遺
伝
子
に
傷
が
で
き
て
発

生
し
ま
す
。極
め
て
小
さ
な
も
の
が
、

10
〜
30
年
経
過
し
な
が
ら
大
き
く
な

り
、発
病
し
ま
す
。
し
か
し
、発
病
時

点
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、さ
ら
に

時
間
が
経
過
し
、自
覚
症
状
が
出
た

時
、症
状
発
見
と
な
り
ま
す
。

　

が
ん
の
効
果
的
な
治
療
が
で
き
る

の
は
、が
ん
の
発
病
か
ら
症
状
発
見

の
手
前
ま
で
の
期
間
で
す
。

▼
定
期
的
な
受
診
を

　

胃
が
ん
、大
腸
が
ん
、子
宮
頸
が

ん
、乳
が
ん
、非
喫
煙
者
の
肺
が
ん
な

ど
は
、症
状
発
見
ま
で
約
３
〜
４
年

あ
る
た
め
、が
ん
検
診
を
定
期
的
に

継
続
し
て
受
け
て
い
る
と
、症
状
が

出
る
前
に
発
見
で
き
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

し
か
し
、検
診
技
術
は
進
歩
し
て

　
「
健
診
」は
、病
気
が
将
来
発
生
す

る
リ
ス
ク
を
見
つ
け
る
も
の
で
す
。

現
在
の
健
康
状
態
を
明
ら
か
に
し

て
、健
康
の
保
持
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
、病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に

行
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的

な「
が
ん
検
診
」と「
特
定
健
康
診
査
」

ま
し
ょ
う
。

【
特
定
健
康
診
査
】

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
す
べ
て
の

人
が
対
象
と
な
る
健
診
で
、医
療
保

険
者
が
実
施
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
、脳
卒
中
、心
筋

塞
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）の
発
見
と
予
防
・

生
活
改
善
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
行
う
治
療
の
た
め
の
検
査

と
は
目
的
が
異
な
り
ま
す
の
で
、通

院
中
の
人
も
、１
年
に
１
度
、総
合
的

な
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

若
い
人
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、本
年
度
新
た
に

35
〜
39
歳
の
人
を
対
象
と
し
た
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
を
町
の
独
自
事
業

と
し
て
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、従
来
の
各
種
検
診（
健
診
）

が
、４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ

検
診（
健
診
）を
受
け
て
健
康
管
理
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

不
明
な
点
は
健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
検
診
」と「
健
診
」の
違
い

　・　　役場町民課国保年金係
　　　   62-2111内線508、509国民健康保険の加入・脱退

忘れずに届け出ください！

新
た
に
35~

39
歳
も
対
象
に

い
る
と
は
い
え
、が
ん
検
診
に
も
限

界
が
あ
り
、が
ん
の
場
所
や
種
類
に

よ
っ
て
は
見
つ
け
に
く
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
理
解
し

た
う
え
で
、検
診
を
有
効
に
活
用
し

未
来
の
あ
な
た
の
た
め
に

役
立
て
ま
し
ょ
う

「
検
診
」と「
健
診
」

健
康
を
守
る

今月は千葉珠里保健師今月は千葉珠里保健師
からのお便りですからのお便りです

５
年
後
の
あ
な
た
の
た
め
に

　
「
塩
の
道
」と
し
て
知
ら
れ
る
野
田
街
道

は
、藩
政
時
代
に
製
塩
が
盛
ん
に
な
り
、産

業
と
し
て
成
り
立
つ
と
、そ
れ
を
運
搬
す

る
道
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
水
を
原
材
料
と
す
る
製
塩
は
、大

に
塩
水
を
入
れ
薪
を
炊
き
、煮
詰
め
て
作

ら
れ
ま
す
。
野
田
は

数
が
多
く
、野
田

か
ら
白
石
峠
を
越
え
、下
戸
鎖
、小
国
、関

と
進
み
、平
庭
峠
そ
し
て
葛
巻
に
出
て
黒

森
峠
か
ら
吉
ヶ
沢
、や
が
て
岩
手
町
の
尾

呂
部
で
奥
州
街
道
に
出
ま
し
た
。

　

運
搬
手
段
と
し
て
山
道
に
強
い
牛
を
使

い
、「
一ひ

と

ハ
ズ
ナ
」と
数
え
ら
れ
た
７
頭
の

雄
牛
を
引
き
連
れ
て
塩
の
行
商
に
や
っ
て

く
る
牛
方
の
一
群
は
、「
野
田
べ
こ
」と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
野
田
か
ら
は
塩
や
海
産
物

が
、帰
り
は
、そ
れ
ら
と
交
換
し
た
米
や
穀

物
な
ど
が
運
ば
れ
ま
し
た
。

No.61

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。
今
月
の
ガ
イ
ド
は

久
保
良
子
さ
ん（
57
歳
）＝
石
神
＝
で
す
。

　

塩
の
道

㊤左が現在の道路、右が
「塩の道」

㊨牛を引き連れて歩いた
「塩の道」イメージ図（画：
武田吉孝）

【4月の休館日】　毎週月曜日、28日㈮

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小 説

果鋭 黒川　博行
我らがパラダイス 林　真理子

実 用 書 仕事の問題地図 沢渡　あまね

児童向け
読 み 物 悪ガキ７　５ 宗田　理

絵 本
ペンギンかぞくのおひっこし 刀根　里衣
聴導犬くんれん生ふく 鈴木　びんこ

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　４月23日㈰ 午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

当館では、新聞８紙、雑誌 48誌を購読してい
ます。新年度より新たに新聞１紙、雑誌３誌
が増えました。ぜひ、利用ください。

◇春休みチビッコ映画会◇
【日時】　４月13日㈭　※低学年向け
　　　　４月27日㈭　※高学年向け
　　　　いずれも午後３時30分～
【対象】　幼児、小学生読み聞かせボランティア「おはなし

☆きらきら☆」のおはなし会です

席
題「
あ
め
玉
」　

土
橋
は
つ
お　

選

〈
佳
作
〉

つ
い
ポ
ロ
リ
口
か
ら
落
ち
て
悔
し
泣
き 　
　

鍋
倉
る
み
子

飢
え
た
子
に
ご
飯
あ
げ
た
し
飴
玉
も 　
　

白
馬
峰
三
乙
二

い
が
ら
っ
ぽ
い
喉
に
こ
ろ
が
す
ア
メ
ひ
と
つ 　
　

 

佐
藤　

小
草

菓
子
皿
に
飴
玉
残
り
蟻
の
群
れ 

　
　

柴
田　

満
子

〈
秀
逸
〉

婆
様
に
飴
し
ゃ
ぶ
ら
せ
る
嫁
の
知
恵 　
　

馬
渕　
　

草

口
に
飴
左
右
の
頬
を
行
き
来
す
る 

　
　

 

四
日
市
俊
悦

あ
め
玉
で
ほ
っ
ぺ
膨
ら
ま
し
口
を
閉
じ 　
　

自　
　
　

句

雪
深
く
小
高
き
山
の
頂
に
友
と
登
り
て
わ
が
町

望
む 

瀬
川　

浩
美

降
っ
た
な
す
隣
組
で
の
除
雪
後
も
止
む
気
配
な

く
皆
空
仰
ぐ 

愛
木
タ
エ
子

亡
き
姉
の
化
粧
ポ
ー
チ
に
真
新
し
き
ピ
ン
ク
の

口
紅
あ
る
を
見
つ
む
る 

岩
舘　

カ
ツ

み
ち
の
く
は
春
ま
だ
浅
し
農
小
屋
の
朽
ち
た
る

屋
根
に
厚
く
雪
積
む 

昆
野　

功
夫

た
ま
さ
か
の
群
青
の
空
に
横
た
は
る
岳
の
雪
渓

あ
ら
は
に
光
れ
り 

山
口　

國
男

　国民健康保険の加入・脱退は、世帯主による届け
出が必要です。加入・脱退する必要が生じた日から
14日以内に届け出を済ませてください。
【加入するとき】　○ほかの市町村から転入したとき
（職場の健康保険などに加入していないとき）　○職
場の健康保険などをやめたとき　○子どもが生まれ
たとき　○生活保護を受けなくなったとき
加入の届け出が遅れると？
　国保の資格が発生した月までさかのぼって国民健
康保険税を納めることになります。また、その間の

　・　　役場町民課国保年金係
　　　   62-2111内線508、509国民健康保険の加入・脱退

忘れずに届け出ください！

医療費は、原則として全額自分で支払うこととなり
ます。
【脱退するとき】　○ほかの市町村へ転出するとき
○職場の健康保険などへ加入するとき　○死亡した
とき　○生活保護を受けるようになったとき
脱退の届け出が遅れると？
　国保の資格を喪失した月までさかのぼって、国保
が負担した医療費を返還していただくことになりま
す。また、保険料（税）を二重に納めてしまうなど
のトラブルのもとになります。

山
の
辺
の
風
ほ
う
ほ
う
と
雪
解
か
な 

　

遠
藤　

金
作

楽
流
す
移
動
販
売
春
め
け
る 

　

遠
藤　

初
枝

北
か
ら
の
貨
物
列
車
や
春
浅
し 

　

昆
野　

功
夫

春
立
ち
て
そ
ぞ
ろ
後
手
畑
め
ぐ
り 

　

志
田　

悦
朗

吹
く
風
に
薄
氷
割
れ
て
流
れ
け
り 

　

柴
田　

ヒ
ノ

春
の
泥
恥
じ
て
靴
脱
ぐ
公
民
館 

　

向
井　

梅
子

消
え
て
降
り
消
え
て
降
り
し
て
春
隣 

　

山
口　

國
男

手
作
り
の
豆
腐
の
歪ゆ

が

み
針
供
養 

　

高
橋　

麗
子



平成 29 年４月 13 日広報いわてまちNo.694 ／ 1617 ／平成 29 年４月 13 日広報いわてまちNo.694

  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

〇
喫
煙
は
、指
定
さ
れ
た
場
所
で

行
い
、吸
い
殻
は
必
ず
消
し
て
、投

げ
捨
て
を
し
な
い
こ
と

　

○
役
場
農
林
環
境
課
農
林

振
興
係　

☎
62
‐
２
１
１
１
内
線

３
０
３　

○
盛
岡
中
央
消
防
署
岩

手
分
署　

☎
62
‐
６
１
１
９

４
月
中
に
申
請
く
だ
さ
い

■
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学
定
期
補
助
金

　

町
は
、列
車
通
学
者
を
持
つ
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、通
学
定
期
券
購
入
に
掛
か
っ
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
通
学
定
期
を
利
用
し
た
人
の

保
護
者
。
な
お
、通
学
定
期
の
有
効

期
限
が
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
も
の

に
限
り
ま
す

【
申
請
方
法
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
各
駅
か
ら

使
用
証
明
を
受
け
た「
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学

定
期
補
助
金
交
付
申
請
書
」を
役
場

企
画
商
工
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
可
）。
駅
か
ら
の
使
用
証

明
は
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
受
け

ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限
】　

４
月
30
日（
日
）　

※
土
・
日
・
祝
日
は
日
直
が
受
け

付
け
ま
す

・
　

役
場
企
画
商
工
課
企

画
広
報
係　

62
‐
２
１
１
１
内

線
２
１
７

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

〇
盛
岡
年
金
事
務
所

（
〒
０
２
０
‐
８
５
１
１　

盛
岡

市
松
尾
町
17
‐
13
）　

０
１
９

‐
６
２
３
‐
６
２
１
１　

○
役
場

町
民
課
国
保
年
金
係　

62
‐

２
１
１
１
内
線
５
０
９

山
火
事
予
防
運
動
を
実
施

■
野
焼
き
に
注
意
！

　

こ
れ
か
ら
山
火
事
が
多
発
す
る

時
期
を
迎
え
ま
す
。
町
と
盛
岡
中

央
消
防
署
岩
手
分
署
で
は「
火
の

用
心　

森
か
ら
聞
こ
え
る　

あ
り

が
と
う
」を
統
一
標
語
に
、５
月
31

日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、山
火

事
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
の
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〇
枯
れ
草
や
落
ち
葉
な
ど
、燃
え

や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
は
た

き
火
を
し
な
い
こ
と

〇
た
き
火
な
ど
、火
を
使
っ
て
い

る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、火

の
使
用
後
は
必
ず
消
火
す
る
こ
と

〇
風
が
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
と
き
は
、た
き
火
や
火

入
れ
を
控
え
る
こ
と

〇
火
入
れ
を
行
う
と
き
は
、必
ず

許
可
を
受
け
て
か
ら
行
う
こ
と

付　

１
振
り
に
つ
き
３
５
０
０
円

　

・
新
規
登
録　

１
振
り
に
つ
き

６
３
０
０
円　

⑤
委
任
状（
代
理
人

が
審
査
会
に
出
席
す
る
場
合
の
み
）

【
そ
の
他
】　

審
査
会
の
開
催
日
以

外
は
審
査
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

代
理
人
が
審
査
会
に
出
席
す
る
場

合
、代
理
人
に
本
人
確
認
書
類
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す

　

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

文
化
課
文
化
財
担
当　

０
１
９

‐
６
２
９
‐
６
１
８
２

月
額
１
万
６
４
９
０
円
に

■
国
民
年
金
保
険
料

　

国
民
年
金
に
は
、老
齢
、障
害
、

遺
族
基
礎
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、保
険
料
を
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い

と
、受
給
で
き
る
年
金
が
少
な
く

な
り
、年
金
そ
の
も
の
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
保
険
料
は
、月
額

１
万
６
４
９
０
円
で
す
。
毎
月
の

保
険
料
は
、日
本
保
険
機
構
か
ら

毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る

「
納
付
書
」を
使
い
、翌
月
の
末
日

ま
で
に
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、希
望
す
る
場
合
は
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
に
変
更
す
る

う
つ
病
家
族
教
室
を
開
催

■
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

う
つ
病
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
方

法
や
セ
ル
フ
ケ
ア
を
学
習
す
る
家

族
の
た
め
の
教
室
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
】　

医
療
機
関
で
う
つ
病
と

診
断
さ
れ
、
現
在
治
療
を
受
け
て

い
る
人
の
家
族

【
定
員
】　

10
人
程
度
。
原
則
全
日

程
参
加
可
能
で
あ
る
こ
と

【
日
時
】　

５
月
25
日
（
木
）、
６

月
15
日
（
木
）、７
月
20
日
（
木
）、

８
月
17
日
（
木
）、９
月
21
日
（
木
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
全
５
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

【
場
所
】　

県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
４
階
大
会
議
室
（
盛
岡
市
本

町
通
３
‐
19
‐
１
）

【
申
し
込
み
】　

受
講
を
希
望
す
る

場
合
は
５
月
18
日
（
木
）
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

☎
０
１
９
‐
６
２
９
‐

９
６
１
７

そ
の
他

事
務
所
が
変
わ
り
ま
す
！

■
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン

　

県
民
の
森
は
、森
を
き
れ
い
に

す
る
自
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
み
ん

な
で
森
林
を
き
れ
い
に
保
ち
ま

し
ょ
う
。

【
日
時
】　

４
月
29
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

【
定
員
】　

先
着
40
人（
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）

【
作
業
内
容
】　

低
木
の
手
入
れ
と

周
辺
の
整
備

【
集
合
場
所
】　

県
民
の
森
森
林
ふ

れ
あ
い
学
習
館（
八
幡
平
市
松
尾
寄

木
１
‐
５
１
５
‐
５
）

【
持
ち
物
】　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、昼
食

【
そ
の
他
】　

手
袋
や
長
靴
な
ど
作

業
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
昼
食
時
に
は
豚
汁
を
準

備
し
ま
す

　　

県
民
の
森
森
林
ふ
れ
あ
い
学

習
館　

フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ　

78
‐

２
０
９
２

国
立
大
学
等
職
員
を
募
集

■
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
は
、東

北
地
区
の
国
立
大
学
法
人
等
で
働

く
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】　

昭
和
62
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
※
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い

【
試
験
区
分
】　

〇
事
務
系
区
分　

事
務
、図
書　

〇
技
術
系
区
分　

電
気
、機
械
、土
木
、建
築
、化
学
、

物
理
、電
子
・
情
報
、資
源
工
学
、

農
学
、林
学
、生
物
・
生
命
科
学

【
受
付
期
間
】　

５
月
10
日（
水
）午

前
10
時
〜
24
日（
水
）午
後
５
時

【
第
一
次
試
験
日
】　

７
月
２
日

（
日
）

【
試
験
内
容
】　

教
養
試
験（
多
肢

選
択
式
に
よ
る
筆
記
試
験
）

【
申
込
方
法
】　

東
北
地
区
国
立
大

学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、受
験
申

込
画
面
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い

・
　

東
北
地
区
国
立
大
学

法
人
等
採
用
試
験
実
施
委
員
会

採
用
試
験
事
務
室（
〒
９
８
０

‐
８
５
７
７　

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
片
平
２
‐
１
‐
１
）　

０
２
２
‐
２
１
７
‐
５
６
７
６

　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.bureau.tohoku.ac.jp/

shiken/　
行
わ
れ
ま
す　

「
ヨ
イ
歯
デ
ー
」電
話
相
談

■
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会

　

県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会
は
、

４
月
18
日
を
「
ヨ
イ
歯
の
日
」
と

し
て
歯
科
に
関
す
る
悩
み
の
解
消

の
た
め
に
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
歯
や
口
に
関
す
る
悩
み
に
つ

い
て
何
で
も
気
軽
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
日
時
】　

４
月
18
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
７
時　

※
相
談
に
対
す

る
回
答
は
、午
後
７
時
以
降
に
本

協
会
の
歯
科
医
師
よ
り
回
答

【
相
談
料
】　

無
料（
た
だ
し
、相
談

受
付
時
の
通
話
料
は
相
談
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
）

【
相
談
電
話
】　

☎
０
１
９
‐

６
５
１
‐
７
３
４
１（
県
保
険
医
協

会
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談
係
）

　　

県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会

（
盛
岡
市
盛
岡
駅
前
通
15
‐
19
）　

☎
０
１
９
‐
６
５
１
‐
７
３
４
１

タ
ー
岩
手
町
駐
在
の
事
務
所
が
変

わ
り
ま
す
。
新
し
い
事
務
所
は
、

現
在
の
事
務
所
の
道
路
向
か
い

「
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
岩
手

土
木
セ
ン
タ
ー
」と
同
じ
建
物
の

１
階
で
す
。

【
新
住
所
】　

岩
手
町
大
字
五
日
市

９
‐
48

　

八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
岩
手
町
駐
在　

62
‐

３
３
２
１

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

■
県
生
涯
学
習
文
化
課

　

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化

課
は
、平
成
29
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
を
行
い
ま
す
。

【
開
催
日
】　
５
月
22
日（
月
）、７
月

20
日（
木
）、９
月
20
日（
水
）、11
月

20
日（
月
）、平
成
30
年
１
月
22
日

（
月
）、３
月
20
日（
火
）

【
受
付
時
間
】　

①
午
前
10
時
〜
11

時　

②
午
後
１
時
〜
２
時

【
会
場
】　

盛
岡
地
区
合
同
庁
舎
８

階
講
堂
Ｃ（
盛
岡
市
内
丸
11
‐
１
）

※
都
合
に
よ
り
会
場
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
登
録
審
査
に
必
要
な
も
の
】　

①

登
録
し
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

　

②
登
録
申
請
書（
当
日
、会
場
に

用
意
し
ま
す
）　

③
刀
剣
類
発
見

届
出
済
証（
警
察
署
で
交
付
し
て

い
ま
す
）　

④
手
数
料　

・
再
交

自
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
県
民
の
森

募
集
し
ま
す

【プロフィル】　おいかわ・しゅん（28）＝下苗代沢１＝
東北大を平成24年3月に卒業後、岩手日報社に入社。平成29年４月か
ら岩手支局長として勤務。血液型AB型、おひつじ座

及川 俊さん

　４月から岩手日報社岩手支局に勤務している俊さん。過去には宮古支
局で記者として勤務していたことがあり、本社での勤務を経て「２年ぶ
りの記者としての仕事。全力投球します！」と爽やかに笑います。大
学時代から自炊もしていて、料理が好きな俊さんは「岩手町の農畜産
物を使って料理を楽しみたい」と早速、食材の宝庫である町の魅力を
肌で感じている様子。理想の女性像は「明るくて優しい人」という俊
さん。「さまざまな地域、行事にお邪魔しますので、町の皆さんにぜひ
声を掛けてほしい。取材を通じて、町や地域のことを知りながら岩手
町になじんでいきたいです」と町での仕事と生活に意気込みます。

取材を通じて岩手町になじみたい

散歩

ヤ
ン
グ
YOUNG
No.331
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医療医療
休日当番医【受付時間】

　9:00～17:00

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～
11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（４月）
脳神経外科
※要予約 11 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約 3、17、24日 13:00 ～

15:30
小児科 14、28 日 13:00 ～

16:00
皮膚科 11、25 日 13:00 ～

15:30
整形外科 21 日 8:30 ～

11:30

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

6（木）
13:30 ～ 沼宮内中入学式 沼宮内中学校

14:00 ～ 一方井中入学式 一方井中学校

7（金）
10:00 ～ 沼宮内小、川口小、一方井小、

久保小入学式 各小学校

13:15 ～ 川口中入学式 川口中学校

8（土）10:00 ～ 水堀小入学式 水堀小学校

16（日） 9:00 ～ 13:00 町スポーツ少年団結団式・体力テスト 森のアリーナ

19（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

20（木）
9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

22（土）11:00 ～ 重石晃子絵画展開場式
（会期 6月 4日まで） 石神の丘美術館

25（火）

12:20 ～
12:45 ～

9 カ月児健康診査（平成28年 7月生まれ）
6カ月児健康診査（平成28年10月生まれ）
1 歳児健康診査（平成28年4月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会
（要予約：役場総務課防災交通係 62-2111 内線 203） 町総合開発センター

27（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

29（土） 9:00 ～ 第37回ＩＢＣ杯ホッケー大会
（中学校の部） 町ホッケー場

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

１（月） 9:00 ～ 17:00 ゴールデンウィーク臨時開館 石神の丘美術館

３（水） 9:00 ～ 第 37回ＩＢＣ杯ホッケー大会
（高校の部、５日まで） 町ホッケー場

10（水）12:30 ～
１歳６カ月児健康診査
（平成 27年 9月 9日～ 10月 31日生まれ） 町保健センター

３歳児健康診査
（平成 25年 9月 9日～ 10月 10日生まれ） 町保健センター

12（金） 9:30 ～ 12:00 妊婦教室１回目（平成 29年 7月～ 10月出産予定の女性） 町保健センター

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

４月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

３（水）沼宮内地域診療センター
４（木）佐々木医院
５（金）佐渡医院
７（日）塚谷医院
14（日）さわやかクリニック

５月

日（曜） 当番医
２（日）塚谷医院
９（日）佐渡医院
16（日）さわやかクリニック
23（日）北上脳神経外科クリニック
29（土）岩手沼宮内クリニック
30（日）佐藤整形外科クリニック

４

５

町民カレンダー

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こども救急相談電話

診療時間外の受診

日 お名前 保護者 行政区

24 　工藤　向
こうせい

晟 裕 輔 上愛宕下

４ 　上野　友
ゆ う き

稀 宏 嗣 橋 場

７ 　岩筋　美
み な と

音 将 下 黒 内

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

３ 丹内　ハナ （97） シ ゲ 下 鴫 沢

４ 府金　松藏 （87） ト ミ 舘

４ 松村　孝一 （77） 覚 雪 浦

５ 遠藤　アサヲ（87） 本 人 下 黒 内

５ 川村　ツル （88） 本 人 柳 橋

６ 遠藤　フミヲ（89） 隆 司 久 保

６ 朽木　吉藏 （78） 政 美 上五日市

10 山中　ハマ （96） 幸 一 舘

10 澤屋敷　艶子（78） 惠太良 上 大 町

12 杣　繁 （91） トシ子 下愛宕下

13 幅　ナカ （90） 太郎 山 道

19 岩﨑　榮藏 （81） 昭 蔵 雪 浦

19 佐藤　ハツヱ（91） 悟 大 渡

21 月山　五八 （77） ト シ 城 山

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院　  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

２月受け付け分

●生まれたお子さん●３人（３人）

●お婿さん、お嫁さん● ２組（３組）

日 お名前 世帯主 行政区

３ 　中村　優貴
　山口　麻衣

勝 子
和 幸

江 刈 内
下苗代沢1

12 　田村　涼也　丹内　彩愛
孝 德
新 一

御 堂
黒 石

▼２月

●亡くなられた人● 14 人（20 人）

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

子どもが急病のときよろこびかなしみ

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　土曜日は午後1時～5時、夜間は午後5時～翌朝9時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日 月 火 水 木 金 土
４/9
医大

10
医大

11
川久保

12
中央

13
医大

14
中央

15
医大

16
中央

17
医大

18
川久保

19
中央

20
医大

21
中央

22
こども

23
日赤

24
中央

25
医大

26
中央

27
医大

28
医大

29
中央

30
医大

5/1
中央

２
川久保

３
医大

４
中央

５
日赤

６
医大

7
中央

８
医大

９
川久保

10
中央

11
医大

12
中央

13
こども

14
医大

15
中央

16
川久保

17
中央

18
医大

19
中央

20
医大

▼1月

▼２月

次号は５月 11日㈭発行予定
本紙は原則、毎月第１木曜日に発行していますが、次号は大型
連休のため、５月 11日㈭の発行となります。ご了承ください。
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▼２月

◆ 町税などの納付期限 ◆

固定資産税（第 1期） 5月１日㈪
口座振替日：4月 25日㈫



平成 29 年４月 13 日広報いわてまちNo.694 ／ 20

代表 : 高橋節子（73）
　　　 ＝上五日市＝
会員 : 13 人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.41

　

沼
宮
内
公
民
館
で
活
動
を
続
け
て
13
年
目
を
迎

え
る「
木
目
込
み
人
形
サ
ー
ク
ル
」は
、沼
宮
内
地
区

の
有
志
が
集
ま
っ
て
木
目
込
み
細
工
を
楽
し
む
団

体
で
す
。
木
目
込
み
細
工
で
干
支
の
人
形
を
作
る

体
験
教
室
が
き
っ
か
け
で
結
成
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
真
剣
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
、集
中
し
て
制
作

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

参
加
者
に
指
導
を
し
な
が
ら
自
身
も
制
作
に
取

り
組
む
高
橋
典
子
さ
ん（
78
）＝
下
苗
代
沢
１
＝
は

「
難
し
い
の
は
形
の
補
正
。
出
来
を
左
右
す
る
繊
細

な
作
業
で
す
」と
話
し
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
好
み

の
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
木
目
込
み
人
形
作

り
を
メ
イ
ン
に
、羽
子
板
や
つ
い
た
て
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
木
目
込
み
細
工
に
取
り
組
む
参
加
者
の
皆
さ

ん
は「
立
体
感
の
あ
る
作
品
に
布
の
質
感
も
感
じ
ら

れ
る
。
完
成
し
た
時
は
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
完

成
し
た
ら
み
ん
な
で
祝
福
す
る
ん
で
す
よ
」と
ほ
ほ

笑
み
ま
す
。代
表
の
高
橋
節
子
さ
ん
は「
月
に
２
回
、

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
活
動
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
大
歓
迎
で
す
よ
」と

笑
顔
。
集
中
し
て
制
作
に
取
り
組
む
表
情
と
、柔
和

な
笑
顔
が
印
象
的
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。

命
吹
き
込
む
伝
統
の
手
芸

木
目
込
み
人
形
サ
ー
ク
ル

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2017年
［
平
成
29年

］
4月
13日

発
行

No.694

H29.2.28現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,846人（△10）
　　　　女　7,146人（△18）
　　　　計 13,992人（△28）
【世帯】　　5,434世帯（△ 5）
【出生】 3人　【死亡】 20人
【転入】11人　【転出】 22人
【外国人住民】140人

 人口の動き

Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper

①一人一人が丹精込めて仕上げた木目込み細工を手に笑顔の木目込み人形サークルの皆さん　②細やかな
作業に集中して取り組む会員らの真剣な表情　③器用な手さばきで木目込み細工を鮮やかに仕上げる様子

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
に
も
、待
望
の
春
が

い
よ
い
よ
や
っ
て
き
ま
す
。

う
ら
ら
か
な
陽
光
の
中
、い

ろ
い
ろ
な
品
を
積
ん
だ
買
い

も
の
支
援
販
売
車
が
み
な
さ

ま
の
地
域
を
巡
回
し
ま
す
。

見
に
来
る
だ
け
で
も
、地
域

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
る

ん
で
す
よ
。
散
歩
つ
い
で
に

ぜ
ひ
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

安
心
を
実
感
し
な
が
ら
生
活

で
き
る
町
を
目
指
し
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
販
売
車
を

地
域
交
流
の
拠
点
に
。

（
遠
藤
康
平
）

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

開館時間：午前９時～午後５時
休 館 日：毎週月曜日
※５月１日（月）は開館します
観 覧 料：【町民割引】一般400円/大・高生240円
（受付に運転免許証、保険証などを提示ください）

1934 年盛岡市生まれ
深沢省三・紅子夫妻に学んだ
画家の作品を紹介します

  石神の丘美術館  62－1453

４月22日（土）から６月４日（日）まで

風
を
追
い
か
け
て
―

《
雪
山
待
春
》
二
〇
一
二
年
／
キ
ャ
ン
パ
ス
に
油
彩

重お

も

い

し石　

晃こ

う

こ子
展

①②

③


